
書式第 12号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 事 業 報 告 書

NPO法人 日本がんサバイバーシップネットワーク

1事業の成果

令和 3年度も前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響もあリオンライン形式の活動を中心にせざ

るを得なかったが、一部、十分な安全対策を施したうえで対面方式の活動も実施した。また受益者を増やす目的

で、非会員も参加できる企画を増やした。

教育啓発事業としては5回のオンラインイベントを開催すると共に、山形市で会員が経営する企業との共催で

治療と仕事の両立に関するセミナー企画をたて、その準備を行った(開催は令和 4年 10月 6日 )。

レクリエーション事業としては、十分な感染対策を施した上で対面式の活動を2度開催した。

情報収集。発信事業としては、公式サイトの一層の充実化をはかるとともに、ニューズレター「がんサバネット通

信」による情報発信、さらに全国自治体補助金リスト化プロジェクトも継続実施した。

これらの活動を通じて、会員・非会員を問わず、がんの影響を受けるすべての人々に向けて「学ぶ」「楽しむ」

「発信する」を3本柱とした活動が展開できたと考える。

(1)教育啓発事業

オンラインセミナーの開催 :

① 2021年 10月 30日 開催 特別企画「東北と全国と～ご縁をつむぐオンライン交流会」第1部では4名

の会員が東北にまつわるエピソードの手紙を紹介。第2部では前年度に作成したオリジナル動画「智絵

サンハ畑二居リマス～育み育まれる同じいのち」〈岩手県でがん治療を受けながら農業を営む会員ご夫

妻の暮らしや病気との向き合い方を紹介)をふりかえる座談会を開催。34名 が参加した。アンケートでは

「東北の旅第二弾や、他の地域の企画もして欲しいです。本当に素晴らしい企画でした。」「今日のよう

な企画をいろんな地域、全国展開で見てみたいです。そして、いつかは実際に旅に行きたいですね。」

等の声が寄せられた。今後も会員が住む全国各地にまつわる企画を検討したい。

② 設立1周年記念フォーラム:2022年 2月 11日 に、「不安な時を生きる」と題してオンラインフォーラムを

開催した。第1部で の講演、第2部では「がんと向き合う中で私たちが支えにしていたこと」に

ついて4名 の会員が体験発表を行った。非会員も含めて全国から 80名が参加した。参加者アンケート

の参加者満足度は 4.5/5点。「座談会やフォーラム全体の雰囲気があたたかく、こころとからだの緊張が

緩んだ」「認知症にも応用がきく。がんを軸にさまざまなひろがりを感じた」「いろいろ気づきをいただいた」

等の意見が寄せられた。参加者数をやや多めに設定した「設立記念フォーラム」は、今後も年一度程度

開催していきたい。

③ 2021年 5月 18日 開催 「就労 100連発」がん治療と仕事の両立について、産業医。社会保険労務

士・キャリアコンサルタント・ファイナンシャルプランナー・経営者。人事担当者。医療者が一堂に会して、

参加者からの質問に応えていくオンラインセミナーを開催。非会員も含めて 47名 が参加した。アンケー
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卜では「経験をもとにした話が勉強になった」「今日のようなテンポのよい会も心地よかった」「続編を期待

する」「わかりやすい言葉の解説が参考になった」等の感想が寄せられた。本 NPO会員には仕事や家

計に関わる専門職も多いため、今後も両立支援関係の企画をたてていきたい。

④ 2022年 7月 9日 開催 「サバイぶらリーrese� s“言葉から立ち上る力を"」 第1部では公式サイト仮想

図書館「サバイぶらリー」に取り上げた書籍を4名 の会員が紹介し、本や読書が与えてくれる幸せについ

て語り合った。第2部で による俳句教室を開催した。27名 が参加。アンケートでは「こ

とばの力を改めて感じた」「感激、感動、なぜかうるうる、またぜひ参加したい」などの感想が寄せられた。

⑤ 2022年 9月 24日 開催 「“言葉から立ち上る力を"第 2弾 文字を愉しむ」 による文字

の成り立ちや書く楽しさについての講演と、会員が好きな文章を用いた文字の添削教室を開催した。13

名が参加。アンケートでは「参加者が少人数だったので全体がよい意味で親密な雰囲気だった」「丁寧

に添削していただきありがとうございました」「文字を書く愉しさを感じた」などの声が寄せられた。

④⑤は直接がんを取り上げた企画ではなかったものの、会員が詠んだ俳句や添削用文章の中には病

気や人生訓に関するものもあり、病気と向き合う日々を穏やかに振り返る時間になつたことがうかがわれ

た。

地方における就労セミナーの企画・準備

山形市の株式会社西村工場 (会員が代表取締役 CEO)との共催で、がん治療と仕事の両立に関する

セミナー企画をたて、開催準備を行った。登壇者として NPO関係者に加えて、山形大学医学部附属病

院のがん看護専門看護師も招聘した。共催関係者のご尽力により、山形市、山形商工会議所、山形新

聞・山形放送の後援を得るとともに、山形県内外の企業関係者、医療者、がん当事者ほか、様々な背景

の方々からの参加申込を得ている。(開催は令和4年 10月 6日 のため、詳細報告は来年度の事業報告

書にて行う。)

(2)レクリエーション事業

① 2022年 5月 8日 開催 「新宿御苑でゆつたり自然を楽しむ会」(公社)日 本シェアリングネイチャー協会

からお二人のリーダーをお招きし、五感で自然を楽しむネイチャーゲームをしながら新宿御苑を散策す

る会を開催。6名 の会員が参加した。「息づく生命を感じた」「一人ではないと思えて体中がほっとした」

等の感想が寄せられた。

② 2022年 7月 16-17日 「“百笑村"で農業体験をする会」秋田県大仙市で 18代にわたって農業を営む

のご協力を得て、1泊 2日 の農業体験を実施し、東北と関東から6名 の会員が参加した。減反

や高齢化の中での農業の取り組みや地域づくりなどについ からお話を伺うとともに、牛用の

干し草収穫などを体験した。参加者からは、「普段なかなかうかがえないお話を聞けた」「大人の就学旅



行のようで楽しかった」等の声が寄せられた。

レクリエーション事業は、参加会員数は少なかったものの、ようやく実現した対面式の企画であり、会員

同士の交流機会としても好評であった。今後も十分な感染対策をしたうえで企画したい。

(3)情報収集・発信事業

①  がん患者向け全国自治体補助金リスト化プロジェクト:全国の自治体ががん患者に向けて提供する補助

金を検索しリスト化する作成プロジェクト「補助金探し隊」を前年度に続けて実施した。会員有志が、自ら

が住む自治体 (都道府県およびその市区町村)について、インターネット等で公開されている補助金を検

索してリストアップした。2021年 12月 に、まず4県のリストを公式サイト上で公開する予定であったが、弁

護士によるリーガルチェックで公開方法の助言を受けた。その後 2022年度の更新を反映するため再度

検索を行い、2022年 12月 に第1期の4県 (青森県・岩手県・宮城県・埼玉県)について公開予定である。

この補助金リストは、患者のみならず、医療者による相談対応や、自治体による新たな補助金設立および

広報の検討にも役立つことが期待される。

②  公式サイト仮想図書館「サバイぶらリー」および「旅の思い出 `My FⅣoie Pl“ e':公式サイト上で、療

養に役立つ書籍の仮想図書館「サバイぶらリー」および「旅の思い出`My FⅣOnte Place'」 という二つの

会員公募企画を実施し、令和 3年度は新たに療養に役立つ 8冊の書籍紹介と、3編の旅行記が寄稿さ

れ、それぞれ計 52冊、6編となった。コロナ禍で直接的な交流が難しい中、公式サイトを通じてがんと向

き合いながらも前向きな暮らしを維持するための情報提供として有効であったと考える。

③  公式 Facebookの運営:2022年 4月 に公式 Facebookを 立ち上げ、イベント案内や開催報告、エッセイ

等を掲載している。

④  会員向けオンラインニューズレターの発行 :「がんサバネット通信」を隔週、号外も含めて計 46回発行し、

会員のリレーエッセイや療養に役立つ情報等を掲載した。これらは、教育啓発と共に、会員同士の交流

を生み出す効果があったと考える。発送から3か月を過ぎた通信は、公式サイト上でアーカイブ公開した。

情報収集・発信事業は、会員以外のがん経験者やご家族、そして一般市民に向けた情報発信として効

果的であったと考える。公式サイト、公式 Faceb00k、 アーカイブ公開されるニューズレターを通じて本

NPOの活動に興味を持ち、オンラインセミナー等に参加する方もいた。今後も受益者を増やす工夫をし

ていきたい。



2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【814】 千円)

定款に記
載

された
事業名

事業内容 日日寺 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事 業

費
(千
円 )

教 育 啓 発
事業

オンラインセミナー

① 特別企画「東北と全国と」

東北にまつわる会員のエピソードを

共有するとともに、オリジナル動画を

もとにした座談会を開催。

② 設立1周年フォーラム

「不安な時を生きる」と題して、講演

会と座談会を開催。

③ 就労 100連発

就労関連専門職ががん治療と仕事

の両立に関する参加者の 100の質

問に回答するセミナーを開催。

④ サバイぶらリー,esents“ 言葉

から立ち上る力を"

会員による書籍紹介と、俳人野崎海

芋氏による俳句教室を開催。

⑤ “言葉から立ち上る力を"第 2弾

文字を愉しむ

による講演と、会員

が好きな文章を用いた文字の添削

教室を開催。

2021年

①  10/30

2022年

② 2/11

③ 7/9

(:) 9/24

オンライン

開催
5-10名

がん 経
験 者 ・

家 族 ・

遺 族 ・
友 人・
一般 市
民など

530

レクリエー
ション事業

① 新宿御苑でゆったり自然を楽し

む会 :五感で楽しむネイチャーゲ

ームを行いながら参加同士が交

流した。

②  ``百 笑村"で農業体験をする

会 :秋 田県大仙市の農家のご協

力を得て1泊 2日 の農業体験を

実施した。

2022年

① 5/8

②  7/16-

17

① 新 宿

区

② 秋 田

県 大

仙市

2-3名

がん経
験 者 ・

家 族 ・

遺 族 ・

友 人・
一般 市
民など

① ②とも
6名 89

① 34名
② 80名
③ 47名
o27名
⑤ 13名



集
業

収
事

報
信

情
発

① がん患者向け全国自治体補助

金リスト作成プロジェクト「補助

金探し隊」

全国の自治体ががん患者向けに提供

する補助金を検索し、都道府県別のリ

ストを作成した。

② オンライン仮想図書館「サバイ

ぶらリー」および My Favo■e

Place

療養に役立つ「おすすめ本」を会員が

書評とともに紹介し、リスト化して公式

サイトで公開した (本年度は 8冊追

加、計 52冊 )。 また、コロナ禍でも未来

の旅を企画するために、会員の思い

出の旅を写真とともに紹介 (本年度は

3編追加、計 6編 )。

③ 公式 Facebookの運営

イベント案内や開催報告、エッセイ等

を掲載している。

④ 会員向けニューズレター「がんサ

バネット通信」の発行

号外を含めて 46回発行。リレーエッ

セイや療養に役立つイベント情報等

を掲載した。約3か月経過した通信

は公式サイトでアーカイブ公開し

た。

① 公開

準備中

② ③④

常時公開

⑤ は会員

メーリング

リ.ス ト
‐
C西己

信するとと

もに公 式

サイトでア

ー カイブ

公開

① 公開

準備中

② ③④

公式サイト

⑤ は会員

メーリング

リストで配

信するとと

もに公 式

サイトでア

ー カイブ

公開

5名

経

．
．
．
．
市
ゴ

ん
者
族
族
人
般
浸

が
験
家
遺
友

一
民

① ～⑤

不特定多
数)

195



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和3年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が生登場合)

NPO法 人日本がんサバイバーシップネットワーク

金   輌

387,000
59,000

316.(,(X,

94,000
04.000

564,733
564.733

受取寄附金

受取助成金

雑収入

4

正会員受取会費
賛助会員受取会費

教育啓発 事業収益
レクリエーション事業収益

110.000

l

373.333
373.333

1.538.066

15,000
:5.(,00

(

(2

2 の

給料手当

そ の

役員報酬
給料手当

委託費
謝金等
旅費交通費
消耗品費
通信運搬費
印刷製本費
交際費
支払手数料
保険料

委託費
謝金等
消耗品費
通信運搬費
印刷製本費
支払手数料
地代家賃
租税公課
減価償却費

492,

55,

33,

29,

63,

97,

2,

24.

1.

800
000
610
312
100

715

320
063
674

700.504

014.504

15,000

15,0(XD

29,

33,

2,

31,

22,

21.

79,

2,

59,

700
000
618
400
385
285
200
100

572

281.260

206.26(
1.110.354

当 期 経 1 B1増 減 額 【A: 427.212

過年度損益修正益
固 売

:外 増 減 額 C D ・・・ |の

427.212
人

+

-531 634
-104.422
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

NPO法 人日本がんサバイバーシップネッ トワーク

金   霜 ロ田

2

2

の

1)
什器備品

3

現金預金
前払費用

敷金
長期貸付金

1,032,377
10,120

1.1042.497

59,573

50.573

1.102.070【A】 資 産 合 計 ①+②

2

預 り金
前受助成金

前受会費
役員借入金

2,042
568,450
36,000

600,000

1.206.492

1.206.492

正 -531,634

427.212
-1104.422

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B… 2】 1,102,070

■■□I:=尋 :■■■
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式 28

令和3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

NPO法 人 日本がんサバイバー シップネ ッ トワー ク

重要な会計方針

計算書類の作成は、昨0法人会計基準 (2010年会計基準2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議)

によっています。
1ヽ'固定資産の減価(■却の方法

什器備品の減価償却は、定率法によっています。

(2),肖費税等の会計処理

消費税等の会計処理は.税込み方式によっています。

2.事 業別損益の状況

(単

16

円)

科 目
教育啓発事

業

レクリエー

ション事業

報収集・発
信事業

事業部門計 管理部門 合計

386.524

100,000

89,125

10,000

89,084 564,733

110,000

373,333

396,000

94,000

396,000

94,000

564,733

110,000

373,333

486,524 99,125 89,084 674,733 863,333 1.538,066

7,500 7,500 15,000 15,000 30,000

7.500 7.500 15,000 15.000 30,000

334,400

55,000

9,240

14,650

97,715

11,867

44,000

33,610

2,700

3,700

2,320

1,121

1,674

114,400

17,372

44,750

11,075

492,800

55,000

33.610

29,312

63,100

97,715

2,320

24,063

1,674

21,285

29,700

33,000

2,618

31,400

22,385

79,200

2,100

59,572

522,500

88,000

33,610

31,930

94,500

120,100

2,320

45,348

1,674

79,200

2,100

59,572

522,872 89,125 187.597 799.594 281.260 1,080,854
530,372 89,125 195,097 814,594 296,260 l,110,854
-43,848 10,000 -106.013 -139.861

I 経常収益
1 受取会費
2 受取寄附金
3 受取助成金等
4 事業収益
5 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

人件費計
(2'その他経費

委託費

謝金等

旅費交通費

消耗品費

通信運搬費

印刷製本費

交際費

支払手数料

保険料

地代家賃

租税公課

減価償却費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 567,073 427,212



使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。

当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は.下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

4. 固定資産の増減内訳

(単 円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

・事業の状況によっては、役員借入金全額を来期に返済しきれない可能性あり。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な

事項

事業費と管理費の核分方法

各事業の経費および事業と管理費に共通する経費のうち、給料手当、通信運搬費、消耗品費、支払手数料については従

事割合に基づき核分しています。ただし、使用目的が明らかな場合を除きます。

8

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

194,099

89,084

192,425

89,125

386,524

89,125

89,084

283.183 281.560 564.733

教育啓発事業

レクリェーション事業

情報収集・発信事業

合計

助成金の総額は694,099円 。

当期の活動計算書に計上した額
386,524円 との差額 307,575円 は

前受助成金として貸借対照表に計上

している。

助成金の総額は350,000円 。

当期の活動計算書に計上した額
89,125円 との差額 260,875円 は

前受助成金 として貸借対照表に計上
している。

期末帳簿価額科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価値却累計観

119,145 119,145 59,572 59,573

59.573119,145 119,145 59,572

有形固定資産

什器備品

|

合計

科 目
計算書類に

計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

600,000600,000

600,000 600,000貸借対照表計

(貸借対照表)

役員借入金



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 3年度 財産目録

事 業 報 告 用

NPO法 人日本がんサバイバーシップネットワーク

金 合   計

l.032.377

1.{M2.407

10,120
10.120

59.573

(3

現金預金
ゆうちょ銀行総合口座
ゆうちょ銀行振替口座

346.454
685,923

前払費用
世代家賃 10月 分

什器備品
パソコン

59.573

5■ 573

505,1

【A】 資 産 合 計 ①+② 1.102.070

2,042
2,042

604,450
568,450
36,000

-1

役

2

役員借入金
入

預 り金
源泉徴収税

前受助成金
前受会費

600,000
600,000

1.211,.491

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 1.206.492

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 -104.422
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 (前事彙年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事来年度における颯目の有彙を

“

●した名簿)

NPO法人日本がんサバイバーシップネットワーク

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該 当者のみに記入)

1

⌒

理]レ 監事
タカハシ ミヤコ

高橋 都

2021`年 10月 1日

2022年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

2

⌒

Чノ 監 事

アキヤマ ミキ

秋山美紀

2021年 10月 1日

2022年 9月 30日

年   月 日

日年  月

3 監 事

ムラモト タカシ

村本高史

202t+toE tB

2022年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

4 監 事

ツシ
゛
モト ユカ

辻本由香

2021年 10月 1日

2022`年 9月 30日

年 月

月

曰

日年

5 ・監事
キ
゛
カ マサトシ

儀賀理暁

2021`年 10月 1日

20224「19月 30日

年

年

月

月

日

日

6
⌒

異ョリ監事
コシ

゛
マ シュンイチ 

‐~~~~…

小島俊一
 1

2021年 10月 1日

2022.年 9月 30日

年 月

月

日

日年

7 理事・
カイ イナロウ

甲斐一郎

2021`年 10月 1日

2022年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

8

年  月  日

年  月  日

年

年

月

月

日

日

9
年 月

月

日

日年

年

年

月

月

日

日

10
年  月  日

年  月  日

年:   月   日

年  月  日



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

NPO法人 日本がんサバイバーシップネットワーク

氏    名

1
高橋 都

2 秋山美紀

3 村本高史

4 甲斐一郎

5
儀賀理暁

6
小島俊一

7
辻本由香

8 佐々木治一郎

9
田島好子

10
高橋みよ子

11
西村和佳子

12


